


終戦時、樺太には約３８万人が暮らし

1949年（昭和24年）７月までにおよそ27万人が引揚げました。※この中には千島からの引揚も含みます　

７６，０００人が疎開し

命がけの密航で脱出した人も多数いました



……日本では……中国で離別した子供や兄弟の消息を確かめたい、という動きが起こりました。 

……中国では……自分の身元を調査して、帰国させて欲しい、という声が続々届きました。 

 

中国残留邦人の帰国 

～日中国交正常化～ ようやく帰国の道が 

■１９７２年（昭和４７年）の日中国交正常化 

   

 

「日中友好手をつなぐ会」が結成され肉親捜しの活動が始まりました。 

 

■１９８１年（昭和５６年）厚労省が中心となり孤児の訪日による肉親捜し開始 

 

 

 

 

 

 
 あまりに長い年月が経過しており、手掛かりも少なく 

多くの孤児の身元が分かりませんでした。 

 

■１９８５年（昭和６０年） 身元引受人制度の創設 

国は身元判明の有無を問わずに帰国の道を開きました。 

 

［残留婦人たちは］ 

はじめは永住帰国する人と、一時帰国を希望する人に分

かれましたが、子どもの独立や配偶者との死別を契機に

永住帰国する人が増加しました。 

 

 

 

 

 

 

【永住帰国者数】 

（日中国交正常化後） 

 

全国で      6,724人  
家族も含めると 20,911人  
 
うち北海道    194人 

家族も含めると　   655人 

 

令和5年8月現在  
厚生労働省資料より 
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【写真提供 浜口タカシ】 

 

※呼び寄せた家族（自費帰国）は含まれていません。 

 



樺太等残留邦人の帰国 

ペレストロイカ ～ ソ連崩壊 ～ 帰国へ 

■１９８０年代後半のペレストロイカから１９９１年の崩壊と進んだソ連の変化 

 

 

 

■１９８９年（平成元年） 「樺太同胞一時帰国促進の会」設立 

■１９９０年（平成２年）  「樺太同胞一時帰国促進の会」による集団一時帰国開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１９９２年（平成４年）「樺太同胞一時帰国促進の会」は「日本サハリン同胞交流協会」と改称 

国の委託による一時帰国事業も始まり、永住帰国を希望する人たちもでてきました。 

※２０１3年からは 

「日本サハリン同胞交流協会」の後継である「日本サハリン協会」が、国の委託を受け一時帰国事業を実施しています。 
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永住帰国者の総数   全国       111人    
家族も含めると 278人  
 

           うち北海道    82人 
           家族も含めると 211人 
 
※呼び寄せた家族（自費帰国）は含まれていません。 

一時帰国の延人数 2,349   人 
家族も含めると   人3,464  
 
 
令和５年８月末現在  厚生労働省資料より  

 

【写真提供 日本サハリン協会】 

残留日本人の一時帰国、離散した家族との再会が叶うようになりました。 

家族の消息が知りたい、親族を探して欲しいとの要望が続々届きました。 

 

（第三次では９９名が一時帰国） 






